
MGH⿇酔科の前チェアマンJeanine先⽣はICUがご専⾨で、成書・Millerの
⿇酔科学教科書アソシエイトエディターです。空前の感染症・COVID-19に
よる呼吸不全に対する⼈⼯呼吸を最適化するには、複雑なパラメーターが
関与するため、注意深い⼈⼯呼吸管理が必要です。ベッドサイドで患者の
肺機能を可視化するEIT（電気的インピーダンス・トモグラフィ）や⾷道マ
ノメトリー esophageal manometryを駆使して、いかに多くの命を救命で
きたのか。ハーバード⼤学ICUでの実例に基づき詳しく解説して頂きます。

2024年1⽉11⽇（⽊）
東京時間朝7時-7時50分
中央病棟2階⿇酔科控室＆ZOOM

Ikyoku.ac@twmu.ac.jpまで
事前登録おねがいします

演者:Jeanine Winer-Kronish先⽣

⼈⼯呼吸療法とCOVID-19
〜 患者の命を救う⽅法とは 〜

東京⼥⼦医⼤⿇酔科
グランドラウンド

Anesthesia Grand Rounds at TWMU

Distinguished Henry Isaiah Dorr Professor of Anesthesia, Harvard Medical 
School, Massachusetts General Hospital, Boston, MA, USA
米国ボストン・ハーバード大学麻酔科 Distinguished Henry Isaiah Dorr 
Professor、 マサチューセッツジェネラルホスピタル前チェアマン

Prof. Jeanine P. 
Wiener-Kronish, MD

Mechanical ventilation and the COVID-19
~ Strategies to save many lives ~

今後の予定・『冬眠の医療への応⽤』理化学研究所⽣命機能科学研究センター砂川 ⽞四郎先⽣、『マグネシウム
に注⽬するワケ』埼⽟医科⼤学総合医療センター⿇酔科教授⼩⼭薫先⽣、『⿇酔科で研究する』呉医療センター臨
床研究部⻑・中央⼿術部⻑・⿇酔科部⻑ 讃岐美智義先⽣

東京⼥⼦医科⼤学国際コミュニケーション委員会推奨
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